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山口県における古代墨書・刻書土器の特筆
河　野　正　訓
はじめに
　古代における墨書・刻書土器は、出土文字資料のなかでも木簡や文字瓦と共に、有益な情報を提
供している。なかでも墨書土器の出土数は多く、一遺跡で1000点以上の場合もあり、県単位でみる
と多いところでは万を超す。筆者は2011年10月から2012年3月までの間に、山口県から出土し
た古代の墨書・刻書土器171点を集成し、その成果を古代学研究所HPと、『古代学研究所紀要』第
17号誌上に「山口県出土墨書・刻書土器集成」と題して発表した〔河野2012〕。この171点という
総数は、出土数の多い関東など他の都府県に比べると微々たる量である。しかしながら、列島古代史
を考えるうえで重要な成果が多く、地元山口県の考古学関係者により、とりわけ発掘調査報告書のな
かで墨書・刻書土器は位置付けられている。
　しかしながら、日本列島では毎年8000件近い遺跡の発掘調査があり〔若狭2011〕、その報告書
も膨大な量にのぼる。それゆえに、報告書一つ一つを丁寧に読み、墨書・刻書土器の位置付けを把握
するには膨大な時間と手間がかかる。そのため山口県の墨書・刻書土器についてまとめて紹介すれば、
出土文字資料を扱う歴史学・考古学・文学の研究者に資するところは大きいであろう。また、このよ
うな取り組みは地域の文化財をみなおすことにつながるとも期待される。
　そこで本稿では、筆者が重要であると判断した墨書・刻書土器にかんして、とりわけ発掘調査報告
書における解釈を中心に、研究の現状を紹介したい。
（1）古代銅関連遺跡　〔図1〕
長登銅山跡　山口県の古代を考えるうえでかかせないのが、長登銅山跡である。美祢市美東町大字長
登に所在する。山口県のほぼ中央に位置し、付近には国定公園の秋吉台が立地する。奈良時代におけ
る東大寺大仏の銅は、この長登銅山から採掘されたものである〔池田1988〕。なお、「長登」の地名
は「奈良登」に由来する。大仏を奈良に送ったのでその恩賞として奈良の名前を賜ったとの伝説がの
こる〔池田1975〕。
　長登銅山跡は、古代の坑道がみつかり、さらに選鉱作業にともなう各種道具が出土するなど、古代
銅山史を考えるうえで有益な情報を提供している。さらに、奥深き山のなかの遺跡だが、木簡や動植
物といった腐りやすいものも状態良く残る。
　木簡をみると、周防国大島郡からの調塩や長門国美祢郡内の渚鋤里、作美郷などから貢進された庸
米付札がある。後述する「大家」墨書土器の出土とあわせ、長登銅山跡は官衙遺跡であることを示唆
する〔池田1994〕。9世紀中頃には長門国採銅所と呼ばれるようになり、遺跡の存続期間はおよそ
8世紀から11世紀にあたる〔池田2004〕。
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古代銅関連遺跡出土墨書・刻書土器
　長登銅山跡からは、銅の産出と深くかかわるであろう「銅」の墨書土器がみつかっている〔美東町
教育委員会1993〕。また、皿の底部外面には「大家」の墨書を記しており、「大家」は官衙の中心建
物を指すと解釈されている〔山口県美東町教育委員会1990〕。さらに、皿や圷に「大」の刻書が書
かれた土器も出土しており、「大家」と同様の意味として用いた公算が強い。報告書では官衙の中心
的建物かもしくは長官を指すと理解している。とりわけ皿は内外面に丹塗りを施すことから、長登官
衙の長官が祭祀のために使用した可能性が高い。この「大」は刻書をしていることから、長登官司が
直接窯場へ注文したものとみなければならず、須恵器窯跡（末原窯跡）との有機的な関連を示唆する
〔美東町教育委員会1993〕。このほか地鎮の祭祀用具として長頚壷と短頚壺を組み合わせて投棄する
事例の報告があり、短頚壺の底面外面には判読不能ながらも墨書が書かれている点は注目に値する〔美
東町教育委員会1998〕。
平原第Il遺跡　長登銅山から産出した銅や鉛の資源は、瀬戸内海を介して奈良や各地へ運ばれたが、
その集出荷などを担ったと考えられるのが平原第III遺跡である。美祢市美東町大字大田に所在する。
長登銅山から南へ2㎞の地点である。ここからは山口県下最大級の2間×9問の掘立柱建物跡を検出
しており、古代の役所跡と推定される。また、鉛製錬遺構もみつかっている。ここから出土する鉛片
は皇朝十二銭の原料として著名である。
　この平原第H遺跡からは、「西」「大」などの墨書土器があることから、長門国採銅使との関連が指
摘されている〔池田2004〕。
八ヶ坪遺跡　古代において国家が発行した銭貨の鋳造にあたった令下の官である鋳銭司は、長門国と
周防国に設置された。長門鋳銭司は古くから設置され、弘仁9年（818年）に長門国鋳銭司が改組
され鋳銭使となり、天長2年（825年）4月7日に長門鋳銭使の停止と、周防鋳…銭司の設置が関連
的に措置された〔山口市教育委員会1978〕。
　この周防鋳銭司に関連する遺跡が八ヶ坪遺跡である。周防鋳銭司の北側約500mにあたる山口市
八ヶ坪に所在する。周防鋳銭司が操業中の10世紀前半の流路1から、「東一家」の墨書土器が出土した。
「東一家」は、官衙建物の配列順を示している。つまり、東西の倉庫、あるいは宿舎の建物群が東西
にあり、そのうちの一番目の建物で使用した土器と解釈できる。この土器から、出土地点付近に周防
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鋳銭司と関連するような施設があったのではないかと想定でき、周防鋳銭司の現在史跡指定地よりも
範囲が広がる可能性が高くなった。さらに、斎串や人形といった祭祀関連遺物も流路1から出土して
おり、祭祀が府域を限る漠然とした境界を示すという周防国府跡の研究成果から、周防鋳銭司の境界
を示している物証としても注目されている〔清水ハウス株式会社ほか1992、大林2003〕。
（2）周防国府跡　〔図2〕
　山口県は長門と周防の二つの国府跡をもつ。そのうち周防国府跡は防府市国衙などに所在する。長
年にわたる継続的な発掘調査により、その全貌が明らかになりつつある。墨書土器の出土量も多く、
山口県内で最多となる115点もの墨書・刻書土器が出土している。このほか山口県内ではほとんど
出土しない人面墨書土器も見つかっている〔防府市史編纂委員会2004a〕。
　この周防国府跡から出土した墨書土器の成果は多岐にわたる。なかでも最も注目されるのが、溝
SD8900から出土した「繹璽」の墨書であろう。この繹璽は、古代の儒教関連儀式の名称である。こ
の儀式を執り行った主催者については諸説あり、佐波郡家かもしくは国学かで意見がわかれる。「佐
波」という墨書土器も同じ溝SD8900から出土しているため佐波郡家の可能性も排除できないものの、
報告書での解釈では国学に軍配をあげている。天平8年の薩摩国正税帳には、繹萸の参列者を国司以
下学生以上七二人としており、郡司層もこれに含まれるならば、「佐波」をはじめ共伴して出土する「□
殿」「□万呂」の墨書は儀式の参列者という解釈も成り立つ。一方で、溝SD8900から出土した共伴
遺物をみると、人形や斎串・「豊」「大福」など吉祥句が記載された墨書土器などであり、一般的な河
川祭祀と大差がないという。さらに牛骨の出土例もあり、繹璽の際に捧げられた動物は大鹿・小鹿・
家の3つであるため、繹璽とは直接関係しない。そのため溝SD8900から出土したすべての遺物を
繹貧関連として捉えることは難しい。そして、「廿八十」の墨書土器が繹璽と同じ溝SD8900や、近
くの溝SD8905・溝SD8920からみつかっている。この「廿八十」の意味は漢数字3文字からなる
年月日を示し、元号が省略され「○020年8月10日」と解釈すれば、延暦20年（801年）の可
能性が高い。延暦20年8月10日は、繹璽の実施日である延暦20年8月7日と近く、繹萸が数日
間に渡り行われた場合、充分に繹萸への使用を関連付けることが可能である。しかしながら別の解釈
も存在し、土器の年代が8世紀末葉～9世紀初頭とは考えにくく、やや時期が下るため延暦20年の
使用に無理があると主張する意見もある。そのため「菜」が崩れたものや、慣用的・記号的なもので
あるという解釈を報告書ではとる。つまり、繹璽と「廿八十」の関連はないという意見である〔防府
市教育委員会2005〕。
　さて、この周防国府跡は繹璽関連以外にも様々な墨書土器が出土している。例えば施設名をあらわ
す「国厨」があり、出土した井戸SE2685付近には厨家の存在が推定される〔周防国府跡調査会ほ
カ、1998〕。
　また、溝SD6300からは「行集」の墨書土器4点が出土している。防府市大字牟礼に所在する阿
弥陀寺にて保存されている正和4年（1315年）のr周防国牟禮令公文名其他下地打渡状』に、鎌倉
末期の牟禮令内に行集の地名があり、この地名が8～9世紀まで遡れる可能性を示した。しかしなが
ら、「繹璽」の出土した溝SD8900のすぐ近くにあたることから「行集」が国学にかかわる施設名で
はないかとする意見もある〔防府市教育委員会1997、防府市史編纂委員会2004a〕。
　このほか施設名にかかわるものとして「寺」の墨書土器が多量の瓦とともに溝SD　180から出土し
ている。土器は8世紀初め頃のものであり、近くで検出した建物は瓦をふいたと考えにくい小規模な
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ものであるので、これら遺物は意図的にもってきたか、溝の上流から流れてきたかであろう。後者な
らば、国分寺はこの時期には成立していないので、国分寺よりも古い寺が上流にあったと想定される。
実際に上流の多々良地区には、国分寺よりも古い瓦が発見されているので、それと関係する可能性が
ある〔周防国府跡調査会ほか1995〕。
　国司館から流れてくる溝SD3130からは、国司四等官の四番目の位である「目」の墨書土器が
みつかっている。時期は8世紀末から9世紀前半のものであり、嘉祥2年（894年）に目が2人
になる直前の時期にあたる。目館の所在地推定資料として注目されている〔防府市史編纂委員会
2004a〕。
　最後に、井戸SE3700からは「大」もしくは「天」の墨書土器がみつかっている。この井戸は枯渇
状態に近く、ある程度の堆積土が埋まっているときに、墨書土器とともに数多くの祭祀品が入れられ
たと想定できる。祭祀品のなかには牛の頭骸骨や斎串などがある。牛の頭骸骨があることから祭祀・
儀礼について、招福・除災の神として牛頭大王の祀ったとする説。井戸が枯渇状態であったので祈雨
にともなう儀礼であったとする説〔周防国府跡調査会ほか1993〕。『日本霊異記』中巻に「漢神の崇
りにより牛七頭を殺し、又放生の善を修して、現に善悪の報いを得る縁第五」の説話があることから、
仏教の立場からは邪神である漢神を祀るために牛を殺すという説〔吉瀬1997〕。道教の影響を考え
る説〔防府市史編纂委員会2004a〕。など解釈は多岐にわたるものの、少なくとも牛を使用した祭祀・
儀礼に墨書土器が用いられたといえよう。
（3）その他注目遺跡　〔図3〕
吉田遺跡　山口大学構内に所在する吉田遺跡は、山口市吉田に所在する。この遺跡は、円面硯や緑紬
陶器、六連式製塩土器などが出土しており、官衙があったと想定されている。官衙に関連するものと
して「官官」の墨書土器や、「領」もしくは「位」の墨書土器がみつかっている。「領」ならば、郡司
の官職名である大領や小領の可能性が考えられる。このほか杉原和恵氏によると、9世紀における「冨」
の墨書土器があり、この筆跡がかなりの達筆であり書風に地方性が感じられない都風の字という。9
世紀の段階でこのような文字をかける人物は、中央の役人か貴族に限られると推定する。なお、「冨」
の字は、富の願いをこめたか、もしくは中世吉田の地に所在した恒富保の地名を示した可能性の二通
りの解釈が与えられる〔杉原1989、山口大学埋蔵文化財資料館2000〕。
玉祖神社境内遺跡　玉祖神社は周防一宮とされ、r延喜式』にも神名がのこる式内社である。防府市
大崎に所在する。創建年代は定かではないが、天平10年（738年）の『周防国正税帳』にはすでに
その名がみえる。明治時代初期に宮司が境内に井戸を掘ったとき出土したと伝わるのが「辛巳元年」
の刻書もつ土師器の椀である。「辛巳元年」が慮保元年（1161年）と解釈できることから、平安時
代末に作られたとわかる〔杉原2002、防府市史編纂委員会2004b〕。
周防国分寺　周防国府跡の北西の地には、周防国分寺が立地する。防府市国分寺町に所在し、現在の
金堂は安永9年（1970年）に毛利重就が再建したものであるが、創建時建物は辱積基壇である。そ
の基壇版築から「寺」の墨書土器がみつかっている〔防府市教育委員会2002〕。
岩戸遺跡　光市岩田に所在する岩戸遺跡は、岩戸八幡宮の境内の一隅にあたる。この岩戸八幡宮が現
在地に遷祀されたのが、一条天皇の寛弘5年（1008年）である。平安時代から鎌倉時代初期にかけ
ての祭祀土器が多く、その一つに「本」の刻書を確認できる〔大和町教育委員会1974〕。
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おわりに
　山口県における古代の墨書・刻書土器の重要資料と考えられるものを抽出し、研究の現状を発掘調
査報告書といった一次資料における解釈を中心に紹介した。
　山口県の考古学関係者により、国府・国分寺や郡衙のみならず、銅山や鋳銭司の詳細かつ良好な調
査成果が公表されている。そのうち墨書・刻書土器をみわたすと、周防国府跡から出土した「繹璽」
の墨書は古代の儒教関連儀式を考えるうえ貴重な資料といえる。このほかにも今回紹介したように地
域史を考えるうえでかかせない資料も多く存在する。墨書・刻書土器に書かれるのは一文字もしくは
数文字であり、木簡と比べる文字数は少ないながらも、地域や列島の古代史を再構築するうえで役立っ
ているといえる。
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